
１．適用工種

橋梁下部工工事の基礎杭として、橋梁１基につき

杭径 φ１，０００、杭長 L＝１３．５mの場所打ち杭をオー

ルケーシング工法により１０本施工する工事である。

２．問題点

オールケーシング工法は、５０tクローラークレー

ン、３０tの全周回転掘削機で施工する。

現場は既設の橋台をシートパイルで囲い取り壊し、

現地盤まで埋戻す又施工ヤード確保のために盛土を

する。

施工ヤード上で、クローラークレーンと全周回転

掘削機が作業をするが、作業の安全性と杭の出来形

精度が要求される為、これら重機足場の地盤が不安

定だとどうしても精度が落ちてしまう。

最初は敷鉄板で対応しようとしたが、現地の埋戻

や盛土状況を見ると不安があった。全周回転機の作

業中に水平が保たれないと、場所打ち杭が偏心して

しまう。

また、クローラークレーンの足元の地盤が不安定

だとオペレーターの心の動揺と重機の転倒にもつな

がり安全にも問題があると思われる。

３．工夫・改善点

ここで重量がある５０tクローラークレーンの使用

に対して、必要となる地盤支持力を求めると以下の

とおりとなる。

クレーン本体重量： ５２．６t

吊荷重量 ： ２０．０t

� ： ７２．６t

� クローラー設置面積

４．７２m×０．７６m×２列 ＝ ７．１７m２

� 作業時接地圧

�／�＝７２．６t／７．１７m２＝ １０．１３t/m２

⇒ ９９．３kN/m２

以上より、約１００Kn/m２の地盤支持力が必要とな

る。

次に地盤改良材の添加量の検討をすると、

�１ 検討条件

・土質：砂質土

・含水比：３０％

・最小添加量：５０kg/m３（メーカー規定値）

・強度換算比（現場／室内）：０．３～０．７

�２ 添加量の検討

図―１の室内配合試験結果より、含水比３０％、固

化材添加量５０kg/m３を参照すると、一軸圧縮強さは

５００kN/m２程度得られている。

このデータでは、室内配合試験結果であるため、

強度換算比（現場／室内）：０．３として現場での地

盤改良材添加量を検討すると以下の通りとなる。

５００kN/m２×０．３＝１５０kN/m２＞１００kN/m２・・OK

したがって、地盤改良材の添加量は、最小添加量
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である５０kg/m３とする。

５．効果

現場は土壌改良をし、なおかつ水はけが悪く、重

機移動の際キャタピラをこじると地盤が乱れること

も考えられた。

また、施工全体及び作業員に安心感を与える意味

もあり、鉄板を敷き施工をした。

場所打ち杭２０本施工中は、何の問題も無く完了す

ることが出来た。また杭の偏心も無かった。また安

全性に関しても何も無く安全に作業が終わった。

６．採用時の留意点

重機が現場内で作業及び移動をする場合、足元の

地盤が問題となる。土質にもよるが、仮設としては

敷鉄板が多く使用されているが、今回のように重量

がある重機を使用する場合は、特に慎重に考えなけ

ればならない。

場所打ち杭は、ケーシングが傾いて偏心してしま

えばそれを直すのは難しいし、その後の施工に影響

が出る。よって足元の地盤の支持力確保には慎重な

判断が必要である。

出来形も大事ではあるが、安全はもっとも大事で

ある。街の中で大型重機が稼働していると地元住民

に不安が広がるが、それをなくす意味にもおいても

足元の不安定さを解決することが必要である。

図―１ 砂質土に対する添加量と一軸圧縮強さの関

係

図―２ 施工図
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